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実践背景

復習の具体的な取り方が分からず、授業の受けっぱなし、暗
記分野での苦手意識が強い学習者を多く見てきた。e-learningソ

フトの活用や、かなりの頻度での小テストなどを意図的に行えば、
これらの問題は軽減されることは確認されたが、学習者として自
走できているとは到底思えず、彼らが自信をもって活用していけ
る復習の方法を試してみたいと感じていた。

これらの問題を持つ学習者の特徴として、学ぶこと・新しく物事
を知ること自体は嫌いではないが(授業内では嬉々として学習を
進める)、テストや学習の進捗を確認されることを好まず、評価を

受けるタイミングでどうしても学習そのものが苦手だと誤った認
識を持ってしまっている。

継続的な復習に取り組ませることが目的なので、可能な限り
取り組む負担が少なく、取り組み始めるまでのハードルが低い
ものを復習の方法として採用し、取り組んだことによる利益を感
じてもらうことで、学習者としての自走を促せるのではないかと
考える。

取得データおよび検証方法

復習活動を課している時期と、課していない時期(実施期間直前期)

とを、「モティベーションに関わるアンケート」「小テストの点数」「定期
考査の点数」によって比較する。アンケートのタイミングは実施期間
に入る直前と実施期間終了時にそれぞれ取ることとした。

実践方法

結果

検証対象：中学1年E組(33名)
期間：第一期(6月初め～7月半ば)

第二期(10月半ば～11月終わり)

実践方法：
初めに復習の方法として紹介するactive recallingに関する動画

を視聴し、復習の方法やその目的・意図を確認させる。各実践
期間に自由帳を配布し、復習の機会を指定する。(今回の検証

では、復習内容を必ずしも言語化する必要はないものとし、図
やグラフで書き出すことも考慮し、罫線が無い自由帳を用い
た。) 第一期では教科を英語のみに固定し、復習の時間を複数

種類設けた。第二期では復習の機会は終礼時に固定し、復習
教科の縛りを取り除いた。両期間において、毎日のノートチェッ
クは行わず、期間の終わりに回収し中身を確認することのみを
伝えた。

①＜アンケート結果＞ 勉強が苦手／嫌いの割合が減少

実践の事前事後で実施したアンケート結果では、「勉強が苦手／好
きではない」という回答の割合が下がった。

考察と今後の課題実際のノート

(復習がはかどらないケース)

②＜アンケート結果＞ 小さな復習活動の活性化
実践の事前事後で実施したアンケート結果では、週末など大きな範

囲の復習を行うものから、下校中などその日ごとの復習に切り替えた
生徒が現れた。

＜考察＞
①復習のハードルを下げる仕組み
・ 復習の機会と方法を提示することで、心理的負担を軽減できた。
②書き出しは“復習の起点”
・ ノートと照合することで理解の抜けが可視化され、復習が具体化
した。

③苦手意識の軽減につながる可能性
・ 復習の充実が、学習への抵抗感の緩和に寄与した。
④ネガティブ層への配慮が必要
・ 書き出しが「できていない自分」との直面につながる場合がある。
⑤複数教科で具体性が低下
・ 復習対象の教科が増えると、記述が抽象化し作業が停滞した。

＜今後の課題＞
①段階的導入の工夫
・ ネガティブ層への支援設計が必要。
②具体化を促す支援
・ 例示やテンプレートの事前提示の検討。
③複数教科への対応設計
・ 具体性を保つ復習方法の構造化。
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③学習活動の変化

学習予定表の中に、複数名、今回検証を行った復習方法を予定とし
て記入し、自身での活用が始まっている生徒も現れ始めた。

④小テストの平均点の上昇
6.3点から8.2点へと1.9点上昇した。 （実践前2回分と実践後2回分
の比較、10点満点の平均点）


